
ベルギー2月の行事

　今年の2月3日は節分です。冬から春へと暦を分けるこの日は、昔の日本の大晦日で

した。平安時代の宮廷では、邪気(鬼)をはらう「鬼やらい」が行われていましたが、後

の時代とともに変化し、庶民の間で広まったものが節分の豆まきです。「鬼は外！」と

悪者退治したら、明くる日は立春。春が胎動を始めるこの時期、ベルギーでは、どんな

行事があるのでしょう。	 	 	 	 	 	    　　　　イラスト：さとえみ
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聖燭節(Chandeleur シャンドゥルール 2月2日)

　キリストの誕生後40日目に、聖母マ
リアがヨセフとともにエルサレムの神殿
に赴き、産みの穢(けが)れを清め、キリ
ストを神に捧げたという、宗教上の祝日
に当たります(休日ではありません)。宗
教的行事にはよくあるように、この聖
燭節も古代信仰やユダヤ教・キリスト
教の風習が混ざってできたものです。
宗教上は、｢マリアの清めの祝日｣、｢主
の奉献の祝日｣と呼ばれてきましたが、

一般的にろうそく(Chandelle)をともす風習から「光の祭日」
(Chandeleur)と呼び親しまれています。

《クレープを食べる日》
　この日は、教会でのミサやろ
うそくの行列に参加することが
ありますが、一般家庭の行事と
しては、宗教的な意味が薄れ、
ろうそくをともし、クレープを
焼いて食べるという習慣だけが
残っています。小さい子どもが
いる家庭や学校では、ろうそく
立てを作ったり、クレープを一緒に焼いて楽しんだりしていま
す。焼くときに、片手に金貨を握り、もう一方の手でフライパ
ンを持ち、クレープをうまくひっくり返すことができたら、そ
の年はお金に困らないという言い伝えもあるとか。ろうそくの
光で悪をはらい清め、新しい一年の福を期待する。日本の節分
と似たところがありますね。

　ちなみに、クレープはフランス・ブルターニュ地方の郷土料
理です。土地のやせたこの地域でも栽培できた、ソバで作るそ
ば粉を使ったクレープが生まれました。日本のお好み焼きのよ
うなもので、卵、ハム、チーズなどをのせます。冷蔵庫に何も
ないという時に、さっとできる便利な軽食でもあります。そば
粉で作るものを｢ガレット｣と呼び、小麦粉で作りデザートとし
て食べるものを｢クレープ｣と、区別して呼びます。

バレンタインデー(St Valentin 2月14日)

　バレンタインデーの発祥には諸
説ありますが、3世紀のローマ時代
までさかのぼります。当時、毎年
2月15日に豊穫祭(ルペルカリア)
という祭りが行われ、そこにはあ
る風習がありました。前日の14日
に、未婚女性たちが自分の名前を
書いた紙を桶に入れ、当日未婚男性たちがその中から1枚の紙
を引き、そこに書かれた名前の女性と祭りを一緒に過ごすと
いうものです。男女の出会いの場が少なかった当時、そのカッ
プルの多くは恋に落ち、結婚していきました。とりわけ、女性
との出会いが少なかった兵士たちは、そこで結婚相手を見つけ
ることが少なくなかったそうです。ところが、皇帝・クラウディ
ウス2世は、士気の低下を憂い、兵士の結婚を禁じてしまったと
か。キリスト教司教のバレンタインは、秘密裏に兵士たちを結婚
させましたが、露見して捕らえられ、処刑されてしまいました。
処刑の日は、豊穣祭の前日2月14日が選ばれ、やがてこの日が恋
人たちの日バレンタインデーとなったということです。
　ベルギーでは、特に男性にチョコレートを贈る習慣はあり
ません。どちらかというと、男性から女性にプレゼントをし
たり、カップルで食事に行ったりします。

マルディグラ(Mardi Gras 肥沃な火曜日 2月17日)

　カトリックの祭りで、キリストが生前行った断食生活を
見習い、亡くなった日からさかのぼって40日間を断食期間
としています。いつのころか、この断食に入る前に食いだ
めをする習慣ができました。断食の初日が必ず水曜日に当
たるため、その前日の火曜日(マルディグラ)にご馳走を食
べるのです。カーニバルの語源は、ラテン語のcarne(肉)と
levare(取り除く)。本来は、肉を口にしない断食期間を指し
ていましたが、時とともにlevareがvale(さようなら)と解釈

され、carne-vale(肉よさよう
なら)と断食前の謝肉祭をいう
ようになり、今では単にcarna-
vale(カーニバル)＝お祭りとな
りました。春の訪れを待つお祭
りカーニバル。今年は2月16日
から22日が現地校のカーニバル
休みとなります。


